
 

      新規ブラジル国際交流員の着任について 

 

１．氏名  Camila  Iquiene（カミーラ イキエネ）（女性） 

 

２．出身  ブラジル連邦共和国リオデジャネイロ州ニロポリス市 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学位・経歴 

  リオデジャネイロ連邦大学文学部日本語科  

  

４．来日経験 

   2014年9月～2015年3月 独立行政法人国際交流基金日本語国際センター（さいたま市） 

                海外日本語教師長期研修に参加 

 

５．抱負など（応募作文より） 

  子どもの頃、日本のアニメ番組の歌を初めて聴き日本に憧れ、独学や、日伯文化協会で日本語を学ん

だ。国際交流員として、日本とブラジル両国の１００年以上の関係を保つため、橋渡しをする社会貢

献をしたいと思っている。 

 

６．国際交流員の業務 

(1) 市の国際交流関係事務の補助(外国語刊行物等の編集・翻訳・監修、国際交流事業の企画・立案及び実

施に当たっての協力・助言、外国からの訪問客の接遇、イベント等の際の通訳等） 

(2) 地域の民間国際交流団体の事業活動に対する助言及び参画 

(3) 地域住民の異文化理解のための交流活動への協力 

(4) 市の職員及び地域住民に対する語学指導への協力 
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